
AFP World Academic Archive

1000万枚を超えるフォトストックと10万点のニュース映像が
アカデミックユースでの著作物二次利用許諾済み。
幅広いジャンルと年代を網羅したAFPWAAのコンテンツは、
導入された教育現場で、このように使われています。

■授業や講義、課題作成に
例えば映像を使った視聴覚に訴える魅力的な講義の展開、
最新ニュースをテーマにしたゼミやワークショップ、課題作成のツールなど。
ＡＦＰＷＡＡのコンテンツは教える側と教えられる側の
コミュニケーションをより円滑にするツールです。

●埼玉県立春日部高等学校 渡辺雅弘 教諭
文部科学省の平成22年度スーパーサイエンスハイスクール（SSH）
指定校に選ばれた同校でのプロジェクトから。
生徒30名が５枚の写真を使って、自分の考えやメッセージを
伝えることを目的に作成した 『My Science Book』 にImageForumの画像を使用。

●青山学院大学・教育人間科学部 野末俊比古 准教授
「教育とメディア」をテーマにしたゼミでの利用風景。

「自然破壊・環境問題・エコロジー」
「海外の人に知ってほしい本当の日本」のふたつの課題を提示。
右はディスカッションの後、ImageForumの画像をもとに作成した
学生たちのレポートから。

●文化学園大学 服装学部 田中里尚 准教授
ファッション情報誌を企画・編集する演習を通じて、
雑誌の編集プロセスを理解し、ＤＴＰの基本スキルを習得することを目指
す
ファッション・メディア編集製作演習。
「パリコレクション」をテーマにAFPWAAのコンテンツで雑誌を編集・製作し
た例。

コンテンツ利用例

ImageForum

Sample



VideoForumのニュース映像には、全文のスクリプトとサマリー（要約）が添付されているので語学教材にも最適です。
英語、フランス語、ドイツ語、スペイン語、ポルトガル語、ポーランド語、アラビア語の７ヶ国語配信。
時事問題など常にタイムリーなニュース素材を語学教育の現場に提供できます。

■最新のニュースを語学教材に

【大学・専門学校】
青山学院大学
秋田県立大学
大阪工業大学
追手門学院大学
学習院女子大学
関西大学 外国語学部大学院
慶應義塾大学 湘南藤沢キャンパス
国際教養大学
創価大学

AFPWAAのコンテンツは出典が明確で著作物二次利用許諾済み。
研究発表におけるプレゼンテーション、掲示物、著作物などにも煩雑な著作権処理の申請なしで使えます。

■著作物に

●慶應義塾大学 湘南藤沢キャンパス 環境情報学部

渡辺靖 教授
「アメリカン・デモクラシーの逆説」（岩波新書刊）

●東京電機大学 未来科学部 英語系列

吉成雄一郎 教授
例えばオバマ大統領のスピーチなど、VideoForumから

ダウンロードしたニュース映像のデータでリスニング問題を作成。
吉成教授が創意開発した「LINGUAPORTA」は、
受講者の理解度に合わせて学習負荷を自動調整することができる
web学習システム。

●『AFPニュースで見る世界』
AFPの最新ニュース映像から300語前後の読みやすい英文を利用し、

話題を発展させてリーディング力を養う。
「LINGUAPORTA」にも対応した対話型英語学習の総合教材。

（成美堂刊）

ImageForum

VideoForum

AFPWAAコンテンツ

をご利用いただいた
実績のある教育機関

中央大学
筑波大学
帝京大学
東京大学 駒場キャンパス
東京電機大学
東京都市大学
東洋大学
京都産業大学
文化学園大学
放送大学

明治大学
早稲田大学
東洋英和女学院大学

【中学校･高校】
東京都立五日市高等学校

東京都立葛飾総合高等学校

東京都立両国高等学校

文化学園大学杉並中学・高等学校



教育・研究機関に付属する博物館や資料館であれば、
展示発表やカタログなどのビジュアル素材としても
利用できます。世界各国のあらゆる事象を網羅する
写真や図版、映像を利用することで、
奥行きのある立体的な展示が可能になります。

論文やレポートの趣旨をより明解に伝え、
インパクトと表現力を付加するための写真や図版を
短時間で効率的に探し出すことができます。
すべての素材に出典が明記されている信頼性の高さも、ＡＦＰＷＡＡのコンテンツならではの特長です。

■博物館や資料館での展示発表に

■論文やレポートの“視覚化”に
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東京工科大学 メディア学部 佐々木和郎教授
マスメディアの現場と理論

テレビ、新聞などマスメディアの最前線で働く人たちをゲスト
講師とした公開講座。アカデミックアーカイブセンターのスタッ
フが「通信社の現在」について講義した後、学生にAFPWAA
のコンテンツからニュース記事を作成するまでの行程を疑似
体験させる演習を実施。

Sample

●「赤い服」展 文化学園服飾博物館（2009年）
日本と世界のさまざまな “赤い服”による企画展。

各国の風土、習慣、祭礼など赤い服が作られた背景を
ImageForumの資料写真と図版で解説し、収蔵品とともに
パネル展示した例。

●文化学園大学 現代文化学部

豊田かおり 助教
紀要論文「モード史におけるモダニズム」。

論文の内容に沿ってImageForumで関連画像を検索、
プレゼンテーション用のPowerPointを制作した例。

Before After

明治大学 ユビキタスカレッジ運営委員会
創立130周年記念「eプレゼンコンテスト」
学生たちが学んだ知識や大学生活をPowerPointや写真、
イメージ、動画などで説明する“リッチコンテンツ”の優劣を
競うコンテストの素材としてAFPWAAを利用。
応募作品の中からAFP賞を選定、表彰した。

その他の活用事例

早稲田大学 教育学部 花田達朗教授
入門社会科学／演習（新聞学）

入門社会科学（１年生）の前期末筆記試験に代えて、「日本
の貧困、世界の貧困」をテーマとしたレポートをAFPWAAの
画像を活用して制作することを課題に。
また演習（新聞学）のゼミ３年生が、新聞の3.11大震災報道
を、AFPWAAのニュース報道と比較検証。

帝京大学 総合教育センター 松下鈞教授
資料特論
自然災害をテーマに、４週にわたりAFPWAAの検索演習
と授業。学生はAFPの画像にオリジナルなメッセージを
加え、PowerPointで作品を提出。同様の授業が非常勤講
師を務める明治大学、獨協大学、中央大学でも行われた。



■お問合せ・お申込み

株式会社クリエイティヴ・リンク
〒107 - 0052 東京都港区赤坂１丁目 11 - 36 - 820号

E-mail：info@afpwaa.com Ｔel：0120（021）311 (受付時間 平日10：00～17：00)

データベースサービスに関する詳細は
AFPWAAウェブサイトで

www.afpwaa.com

AFPWAA導入校のうち東京都内の５大学で実施した利用ガイダンス、およびImageForumの画像検索の
演習。受講後のアンケート結果は以下のとおりです。

AFP World Academic Archive
利用ガイダンスおよび検索演習に関するアンケート

「政治経済から芸能まで、
検索できる情報の範囲が広くて驚きました。活用したい」

「写真がたくさんあるので、
資料を集めるとき役立つなと思った」

「世界中の報道機関が使っている写真や動画を、
ニュースになる前に見るのは新鮮な体験でした」

「こういったメディアに、新聞社などのマスコミと同時に
アクセスできるのはとても魅力的だと思います」

「写真と一緒に説明文がついているので、
調べたいものがあるときに有効活用できると思う」

「ＣＧ製作の素材にしたい。
色々な写真があって海外旅行ができたような心地でした」

「世界中で、日本のどんなニュースが
取り上げられているのかが調べられるので面白かった」

「いつもメディアから一方的に流れてくる報道を見る、読むばかり
でしたが、記事に加工される前の中立的な写真を、自ら調べるこ
とが出来てとても面白かった」

「これからの学習を進めていく上で大いに役立つと思います。
使うことができてよかったです」

「こういう写真は利用価値が高いと思いました。
私のゼミのメンバーにもメーリングリストで宣伝したい」

「著作権の問題の心配がなくデータを利用できるのは魅力的」

「日本語で検索できないけれど、逆に調べた英単語が習得でき
たので一石二鳥に感じた」

「早速レポート作成に使いたい」
「使わずに卒業してたらもったいなかった」

●実施時期 2011年6月
●受講者数 250人
●所要時間 60～90分

●今後、AFPWAAを活用できるか？

●利用ガイダンスの満足度

90％がガイダンスに満足しました

85.9％が活用できると回答しました

●区分 ●学部●男女比●学年

受講者の感想から
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